






















1.要素移動については, Amano(1977), Burgess(1978), Casas(1985), Caves(1971),














( 1 ) Xt=g(島)pt(Lt，Kt)， 




g( 0) = 1であり，技術導入によって生産が改善されるのであるから，任意
のKfに対して g(島)> 1である。さらに，Kfの程度が高くなればなる程，
より多くの技術的利益を得る，すなわち，g' (符-)> 0，と仮定するo





2. この点については， Brecher (982)を参照。
3. Koizumi and Kopecky(977)による。
4. この仮定は Koizumiand Kopecky(977)による。
5.このような賃金関数は Brecher0971l， Das0981l， Helpman(976)やRodseth(979) 
によって使用されている。
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( 4 )ω=g(島-)(ap/oLt) =ρ(oFn/aLn) ， 
( 5 )η=g(島-)(oP/aKt) ， 
( 6 )η=ρ(aFn/aKn) ， 
を得る。ここで， (4)一 (6)式の代りに次の表現を用いる。























(11) D開 =Dn(ム Y)=Xn， 
である。但し，Y=Dt+tDn である。また，貿易財市場均衡の仮定のもとで，







^ ^ ^ ^ 
(13) Xt=ot1む+0 LtLt + 0 KtKt， 
^ ^ 
(14) X問=0 LnLn + (j KnKn， 
^ ^ ^ 八
(15) 均一Lj=σj(W-η)，j二 t，n 
〈八八 八八
(16)θLtω+OKtrt=Xt一 (θLtLt+OKtKt，) 






^ ^ (9) Kt=θLtσt(W-η)+Xt-OfKf， 
^ ^ ^ ^ 
(20) Ln=一θ仰向(W一九)+Xn
(21) Kn=θLn内 (W一九)+Xn 
を得る。ところで，各産業の特殊的資本が完全に利用されていると L、う仮定
より ，(1時とω式はそれぞれ，
(22) 'Lj=一σ'j(W-η)，j=t， n， 
で表わされる。また(19)と(21)式より，
^ ^ ^ ^ 
(23) Xt=Of吟-OLtσt(W-rt)






(26)η-w= (1-μ) p!OKn， 
を得る。そして， (25)を(23)式，制を(24)式に代入すると，
(27) X，=-s，σ，pp+ (1 +んσ，)0/島，
(28) Xn=んσn(1-μ)ρ，








を得る。但し，り，=(p/Dt) (aD仰がとりn= -(P/Dn) (aDn/ap)をそれぞれ需要
の価格弾力性とすると， σD =Yjpt十白河は需要側における代替の弾力性である。
また，例式を導出するために，ホモセティクな選好が仮定されている。
ここで，供給側と需要側の条件を結び付けよう。 (1)と(12)式より ，D，=X， 
およひ~Dn=Xn であるから， (2ゆと例式より，
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